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はた孝幸 

県議会報告   

●年縞研究展示施設は、 

嶺南の救世主になるか？ 

九頭竜川下流域農業用水パイプライン完成！ 
 

 

 

9 月議会に予算計上された『年稿研究展示施設』の建設工事（9,885 万

円）は、県会自民党から再修正案が提出され、以下の付帯決議を付して可

決された。                

 ●周辺施設を含め、事業効果が最大限となるよう、県と若狭町が総合的に管理運営する事 

 ●早急な全体計画策定と観光資源化 

 ●年稿の天然記念物指定申請を早期に行い、国の補助金を整備に積極活用する事 

 

 

 

第 103代福井県議会 副議長に就任 

 5月 10 日の臨時議会で、副議長に選出さ

れました。課題山積の福井県政、議長を補

佐し、地方創生の実を上げれるよう頑張り

ます。 

右は、6月10日の一般質問の一コマ、前にいる

のは、質問者の小堀議員。 

 

 『歴史の物差し』と言われ、世界に誇る、水

月湖の年稿（木の年輪のように、湖の堆積物中

に1年で1対出来る縞模様）。 『第21回 国際

放射線炭素会議・パリ2012』において、出土品

など様々な歴史的遺物の年代測定を行うための

世界標準として認められた『お宝』であり、考

古学や地質学、地球の環境の推移を知る研究に

おいて欠かせない『物差し』です。研究者やマ

ニアだけが利用するのではなく、恐竜博物館に

準ずるような賑わいを期待したいものです。 

 

 

 

 

●上が展示施設外観想像図。 

右下は、整備された縄文博物館、この図には描かれてい

ないが、左の方には、三方青年の家が整備されています。 
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●10/9 ふくい元気・シルバーフェスタ in 福井 

 

 
●9/9 年金協会 

グランドゴルフ大会 

 

●6/4 供御粟播種式  

奉耕者は南山町の細江昭夫様 

 

● 7/22 岩佐又兵衛展にて 

 

●7/8 恐竜博物館特別展開会式 

  

 

● 9/4 供御粟抜穂式   

今年は、コメも粟も福井市から選ばれました。大変豊かに実っていました。 

 

● 6/2 九頭竜川パイプライン通水式 

 

 

● 5/9 馳文科大臣に陳情！右端は、真弓学長 

福井大学のテニスコートが改修されます！ 

 
●9/16  新嘗祭供御米抜穂式が行われました。 

奉耕者は波寄町 長谷川忠夫様      

 

 

● このパイプラインの水が、供御米にも使われました。 

● 6/2 

 後ろに見える赤い

線が、パイプライン

です。 

 お米が、冷たい水

で栽培されるように

なりました。夜間通

水もOK ! 

●5/20  新嘗祭供御米献穀御田植式  


